
























































課題2では、課題 1で示された MetS予紡のための身体活動量の有効性を検証するため 1年間の介入研究
を行った。対象は、 30 歳~62 歳の中年男性 474 名(平均年齢 46.7 :t 7.9歳)を対象とした。メインのアウ
トカムとしては、 MetS危険因子を標準化し合計得点に換算した MetSZ-scoreを用いた。さらに、ベースラ
インにおける非該当者を対象に l年後の問etS該当率についても評価した。介入内容は、活動量計を用いて




















具体的な身体活動量として 29.3Exl週が示され、 1年間にわたる身体活動介入によって、 MetS予防効果に関
する有効性が確認された。
審査の結果の要旨
本博士論文は、必ずしも運動だけではなく、生活活動を含んだ日常の身体活動でも MetS予防に有効であ
ること、さらに、その具体的な自襟値を示したことは、運動実践者が少ない我が国における日常身体活動を
取り入れたポピュレーションアプローチの視点から貴重なデータとなるものとして審査委員会で高く評価さ
れた。今後、より長期的な大規模追跡、研究の必要性が指摘された。
平成 25年 i月21B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(スポーツ医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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